



















決する j ことを意識し，①動作法，静的弛緩誘導法，知覚運動学習の 3つのうちから 1つ
を選んでの指導法研修(個別の指導計画の研修を含む) ，②自立活動の時間の指導内での













肢体不自由教育経験がなく， 2013年度に当校に赴任した教員 1名(2 0代)に対して，
自立活動に関する研修について2013"-'2015年度に行った開き取り調査の回答を，年度ごと
に整理した(表 1) 
整理した回答から着昌する観点として， I不安に思う J， Iできることが増えたJ， I子














文 (38.9%) ， rできることが増えた」に分類されたものは 1文 (5. 6%) ， r子
どもの変化を実感する j に分類されたものは 0文 (00/0) ， r課題意識の向上」に分類さ
れたものは 0文(0 %)であった。
2014年度に得られた回答は計 19文であった。そのうち「不安に思う」に分類されたも
のは 3文 (15.8%)， rできることが増えたJに分類されたものは 3文 (15.8%)，
「子どもの変化を実感する Jに分類されたものは 1文 (5. 30/0)， r課題意識の向上J
に分類されたものは 4文 (21. 10/0)であった D
2015年度に得られた回答は計 21文であった。そのうち「不安」に分類されたものは 5
文 (23. 8%) ， rできることが増えた」に分類されたものは 6文 (28. 60/0)， r子
どもの変化を実感する Jに分類されたものは 1文 (4. 8%) ， r課題意識の向上J に分
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図 1 研修を通じての 3年間の変化
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表1 開き取り調査で得られた回答
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